
 

 

 

 

平成２１年 ３月 ９日 

消 防 庁 

 

火災報知設備の感知器及び発信機に係る技術上の規格を定め 
る省令の一部を改正する省令（案）等に対する意見募集の結果 

 

消防庁では、火災報知設備の感知器及び発信機に係る技術上の規格を定める省令の一

部を改正する省令（案）について、平成 20 年 12 月 26 日から平成 21 年 1 月 26 日までの

間、国民の皆様から広く意見を募集したところ、本件に関する御意見はございませんで

した。 

 

 

１ 背景 

 自動火災報知設備については、従来から火災が発生した場合の信号等のやり取りに関し

て、有線方式のみの基準が規定されているところです。 

 しかし、近年の無線情報通信の技術発展に伴い、自動火災報知設備の情報伝達手段とし

て多様なニーズに対応するため、「ユビキタス機能を応用した高機能自動火災報知設備の

開発に関する検討会」において無線方式を採用した新たな自動火災報知設備について報告

書が取りまとめられ、従来の有線方式と同等の性能を担保するためのあり方に沿って基準

化を進めることが適当であるとされました。 

 今回の改正は、上記を踏まえ、無線方式を用いた自動火災報知設備の感知器等に関する

技術上の基準を整備するものです。 

 

２ 意見募集の結果 

省令（案）等について、平成 20 年 12 月 26 日から平成 21 年 1 月 26 日までの間、意見を

募集したところ、本件に関する御意見はありませんでした。 

 

３ 省令の公布等 

消防庁では、パブリック・コメント手続きの実施結果等も踏まえて検討した結果、火災報

知設備の感知器及び発信機に係る技術上の規格を定める省令の一部を改正する省令（平成

21 年総務省令第 16 号）、中継器に係る技術上の規格を定める省令の一部を改正する省令（平

成 21 年総務省令第 17 号）及び受信機に係る技術上の規格を定める省令の一部を改正する

省令（平成 21 年総務省令第 18 号）を平成 21 年３月９日に公布しました。（同日から施行） 

（事務連絡先）総務省消防庁予防課  

（担当：森川補佐、荒川事務官） 

  ℡ ０３－５２５３－７５２３（直通）

  FAX ０３－５２５３－７５３３ 

http://www.fdma.go.jp/neuter/topics/houdou/h21/2103/210309-1_jyu18.pdf
http://www.fdma.go.jp/neuter/topics/houdou/h21/2103/210309-1_jyu18.pdf
http://www.fdma.go.jp/neuter/topics/houdou/h21/2103/210309-1_chu17.pdf
http://www.fdma.go.jp/neuter/topics/houdou/h21/2103/210309-1_chu17.pdf
http://www.fdma.go.jp/neuter/topics/houdou/h21/2103/210309-1_kan16.pdf
http://www.fdma.go.jp/neuter/topics/houdou/h21/2103/210309-1_kan16.pdf
http://www.fdma.go.jp/neuter/topics/houdou/h21/2103/210309-1_kan16.pdf


1 

 

火災報知設備の感知器及び発信機に係る技術上の規格を定める省令の一部を改正する 

省令等について 

平 成 ２ ０ 年 ３ 月  

消 防 庁 予 防 課  

１ 改正理由 

自動火災報知設備については、従来から火災が発生した場合の信号等のやり取りに関し

て、有線方式のみの基準が規定されているところである。 

しかし、近年の無線情報通信の技術発展に伴い、自動火災報知設備の情報伝達手段とし

て多様なニーズに対応するため、「ユビキタス機能を応用した高機能自動火災報知設備の

開発に関する検討会」において無線方式を採用した新たな自動火災報知設備について報告

書が取りまとめられ、従来の有線方式と同等の性能を担保するためのあり方に沿って基準

化を進めることが適当であるとされた。 

今回の改正は、上記を踏まえ、無線方式を用いた自動火災報知設備の感知器等に関する

技術上の基準を整備するために、２に掲げる省令の一部を改正するものである。 

 

２ 改正を行う省令 

（１）火災報知設備の感知器及び発信機に係る技術上の規格を定める省令（昭和 56 年自治省令

第 17号） 

（２）中継器に係る技術上の規格を定める省令（昭和 56年自治省令第 18号） 

（３）受信機に係る技術上の規格を定める省令（昭和 56年自治省令第 19号） 

 

３ 改正の概要 

（１）火災報知設備の感知器及び発信機に係る技術上の規格を定める省令の一部改正 

  無線式感知器及び無線式発信機の機能等について、以下のとおりとする。 

① 無線式感知器のうち、端子又は電線（端子に代えて用いるものに限る。）を用いないも

のについて、滴下試験の対象から除くこと。 

② 無線式感知器は、他の機器と識別できる信号を発信するものとすること。 

③ 無線式感知器のうち、連動型警報機能付感知器であるものについては、無線設備の発信

状態を伝える信号を 168 時間以内ごとに自動的に受信機に発信できる装置を要しないこ

と。 

④ 無線式発信機の構造及び機能について、次のとおり定めること。 

 ア 無線式感知器の規定を準用すること。 

 イ 無線式発信機の空中線は外部に露出しない構造とすること。 

⑤ 無線式発信機の表示について、所要の項目を追加すること。 

 

（２）中継器に係る技術上の規格を定める省令の一部改正 

無線式中継器の機能等について、以下のとおりとする。 

① 無線設備の発信状態を伝える信号を 168時間以内ごとに自動的に発信する対象として、

他の無線式中継器を追加すること。 
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② 電波を発信する機能を有する無線式中継器にあっては、他の機器と識別できる信号を発

信するものとすること。 

③ 電波を受信する機能を有する無線式中継器にあっては、無線式感知器、無線式発信機又

は他の無線式中継器（以下「無線式感知器等」という。）から発信された信号を受信し、

これを自動的に受信機に発信する機能を有すること。 

④ 無線式中継器に、無線式感知器等の無線設備の発信状態を手動で確認することができる

装置を設ける場合にあっては、この装置の操作中に他の警戒区域からの火災信号、火災表

示信号又は火災情報信号を受信したとき、確実に信号を発信すること。 

 

（３）受信機に係る技術上の規格を定める省令の一部改正 

   無線式受信機の機能等について、以下のとおりとする。 

① 無線式受信機の機能は、Ｐ型受信機であるものはＰ型受信機の規定を、Ｒ型受信機であ

るものはＲ型受信機の規定を、ＧＰ型受信機であるものはＧＰ型受信機の規定を、ＧＲ型

受信機であるものはＧＲ型受信機の規定をそれぞれ準用するものとすること。 

② 電波を発信する機能を有する無線式受信機は、他の機器と識別できる信号を発信するも

のとすること。 

③ 異常等により音響装置及びその旨の表示灯が自動的に作動する旨の規定中、当該異常等

の発信元に無線式発信機及び無線を使用する地区音響装置を追加すること。 

④ 無線式受信機に、無線式感知器等又は無線を使用する地区音響装置の無線設備の発信状

態を手動で確認することができる装置を設ける場合にあっては、この装置の操作中に他の

警戒区域からの火災信号、火災表示信号又は火災情報信号を受信したとき、火災表示をす

ることができるものであること。 

⑤ 発信又は受信可能の型式番号を表示する機器として、無線式中継器及び無線式発信機を

追加すること。 

 

（４）その他所要の規定を整備すること。 

 

４ 施行期日 

  公布の日から施行する。 
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○
総
務
省
令
第
十
七
号


消
防
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
八
十
六
号
）
第
二
十
一
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
中
継
器
に
係
る
技


術
上
の
規
格
を
定
め
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。


平
成
二
十
一
年
三
月
九
日


総
務
大
臣


鳩
山



夫


中
継
器
に
係
る
技
術
上
の
規
格
を
定
め
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令


中
継
器
に
係
る
技
術
上
の
規
格
を
定
め
る
省
令
（
昭
和
五
十
六
年
自
治
省
令
第
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改


正
す
る
。


第
二
条
第
四
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。


四
の
二


無
線
式
発
信
機


感
知
器
等
規
格
省
令
第
二
条
第
二
十
三
号
の
二
に
規
定
す
る
も
の
を
い
う
。


第
二
条
第
六
号
の
三
中
「
住
宅
用
防
災
報
知
設
備
（
住
宅
用
防
災
警
報
器
及
び
住
宅
用
防
災
報
知
設
備
に
係
る
技
術


上
の
規
格
を
定
め
る
省
令
（
平
成
十
七
年
総
務
省
令
第
十
一
号
）
第
二
条
第
二
号
に
規
定
す
る
も
の
を
い
う
。
）
に
用


い
る
中
継
器
で
あ
つ
て
、
」
を
削
り
、
「
火
災
信
号
」
の
下
に
「
、
火
災
表
示
信
号
、
火
災
情
報
信
号
又
は
設
備
作
動


信
号
」
を
加
え
る
。


第
三
条
第
一
項
第
十
六
号
ロ

中
「
第
八
条
第
十
六
号
ロ

」
を
「
第
八
条
第
十
六
号
ニ
」
に
改
め
、
同
号
ロ

中


「
自
動
的
に
」
の
下
に
「
他
の
中
継
器
又
は
」
を
加
え
、
「
第
八
条
第
十
六
号
ロ

」
を
「
第
八
条
第
十
六
号
ホ
」
に
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改
め
、
同
号
ロ

中
「
混
信
し
な
い
」
を
「
識
別
で
き
る
」
に
改
め
、
同
号
ハ

中
「
無
線
式
感
知
器
」
の
下
に
「
、


無
線
式
発
信
機
」
を
、
「
無
線
式
中
継
器
」
の
下
に
「
（

に
お
い
て
「
無
線
式
感
知
器
等
」
と
い
う
。
）
」
を
加
え


、
同
号
ハ
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。





無
線
式
感
知
器
等
の
無
線
設
備
の
発
信
状
態
を
手
動
で
確
認
で
き
る
装
置
を
設
け
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、


当
該
装
置
の
操
作
中
に
現
に
確
認
し
て
い
る
警
戒
区
域
以
外
の
警
戒
区
域
の
無
線
式
感
知
器
等
か
ら
火
災
信


号
、
火
災
表
示
信
号
又
は
火
災
情
報
信
号
を
受
信
し
た
と
き
、
次
条
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
信
号
を
発
信


す
る
こ
と
。


附


則


（
施
行
期
日
）


１


こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。


（
経
過
措
置
）


２


こ
の
省
令
の
施
行
の
際
、
現
に
型
式
承
認
を
受
け
て
い
る
中
継
器
に
係
る
型
式
承
認
は
、
改
正
後
の
中
継
器
に
係


る
技
術
上
の
規
格
を
定
め
る
省
令
の
規
格
に
よ
る
型
式
承
認
と
み
な
す
。







- 1 -


に
係
る
技
術
上
の
規
格
を
定
め
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
二
十
一
年
総
務
省
令
第
十
七
号
）
新
旧
対
照
表


中
継
器


○


に
係
る
技
術
上
の
規
格
を
定
め
る
省
令
（
昭
和
五
十
六
年
自
治
省
令
第
十
八
号
）


（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）


中
継
器


改


正


後


改


正


前


（
用
語
の
意
義
）


（
用
語
の
意
義
）


第
二
条


こ
の
省
令
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
当
該
各
号
に


第
二
条


こ
の
省
令
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
当
該
各
号
に


定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。


定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。


一
～
四


（
略
）


一
～
四


（
略
）


四
の
二


無
線
式
発
信
機


感
知
器
等
規
格
省
令
第
二
条
第
二
十
三
号
の
二
に
規
定


す
る
も
の
を
い
う
。


五
～
六
の
二


（
略
）


五
～
六
の
二


（
略
）


六
の
三


無
線
式
中
継
器


六
の
三


無
線
式
中
継
器


住
宅
用
防
災
報
知
設
備
（
住
宅
用
防
災
警
報
器
及
び
住


宅
用
防
災
報
知
設
備
に
係
る
技
術
上
の
規
格
を
定
め
る
省
令
（
平
成
十
七
年
総
務


省
令
第
十
一
号
）
第
二
条
第
二
号
に
規
定
す
る
も
の
を
い
う


）
に
用
い
る
中
継


。


無
線
に
よ
つ
て
火
災
信
号
、
火
災
表
示
信
号
、
火
災
情
報
信
号
又


器
で
あ
つ
て
、
無
線
に
よ
つ
て
火
災
信
号


は
設
備
作
動
信
号
を
発
信
又
は
受
信
す
る
も
の
を
い
う
。


を
発
信
又
は
受
信
す
る
も
の
を
い
う
。


七
～
十
三


（
略
）


七
～
十
三


（
略
）


第
三
条


中
継
器
の
構
造
及
び
機
能
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら


第
三
条


中
継
器
の
構
造
及
び
機
能
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら


な
い
。


な
い
。


一
～
十
五


（
略
）


一
～
十
五


（
略
）
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十
六


無
線
式
中
継
器
に
あ
つ
て
は
、
次
に
よ
る
こ
と
。


十
六


無
線
式
中
継
器
に
あ
つ
て
は
、
次
に
よ
る
こ
と
。


イ


無
線
設
備
は
、
無
線
設
備
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
電
波
監
理
委
員
会
規
則
第


イ


無
線
設
備
は
、
無
線
設
備
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
電
波
監
理
委
員
会
規
則
第


十
八
号
）
第
四
十
九
条
の
十
七
に
規
定
す
る
小
電
力
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム


十
八
号
）
第
四
十
九
条
の
十
七
に
規
定
す
る
小
電
力
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム


の
無
線
局
の
無
線
設
備
で
あ
る
こ
と
。


の
無
線
局
の
無
線
設
備
で
あ
る
こ
と
。


ロ


電
波
を
発
信
す
る
機
能
を
有
す
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
次
に
よ
る
こ
と
。


ロ


電
波
を
発
信
す
る
機
能
を
有
す
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
次
に
よ
る
こ
と
。


発
信
さ
れ
る
信
号
の
電
界
強
度
の
値
は
、
当
該
中
継
器
か
ら
三
メ
ー
ト
ル


発
信
さ
れ
る
信
号
の
電
界
強
度
の
値
は
、
当
該
中
継
器
か
ら
三
メ
ー
ト
ル


(1)


(1)


離
れ
た
位
置
に
お
い
て
設
計
値
以
上
で
あ
る
こ
と
。


離
れ
た
位
置
に
お
い
て
設
計
値
以
上
で
あ
る
こ
と
。


無
線
設
備
は
、
火
災
信
号
の
受
信
を
継
続
し
て
い
る
間
（
受
信
機
か
ら
火


無
線
設
備
は
、
火
災
信
号
の
受
信
を
継
続
し
て
い
る
間
（
受
信
機
か
ら
火


(2)


(2)


災
信
号
を
受
信
し
た
旨
を
確
認
で
き
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
火
災
信
号
の
受


災
信
号
を
受
信
し
た
旨
を
確
認
で
き
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
火
災
信
号
の
受


信
を
受
信
機
か
ら
確
認
で
き
る
ま
で
の
間
に
限
る


）
は
、
断
続
的
に
当
該


信
を
受
信
機
か
ら
確
認
で
き
る
ま
で
の
間
に
限
る


）
は
、
断
続
的
に
当
該


。


。


信
号
を
発
信
す
る
こ
と
。


信
号
を
発
信
す
る
こ
と
。


火
災
信
号
の
発
信
を
容
易
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
装
置
を
設
け
る
こ


火
災
信
号
の
発
信
を
容
易
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
装
置
を
設
け
る
こ


(3)


(3)


と
。
た
だ
し
、
感
知
器
等
規
格
省
令
第
八
条
第
十
六
号
ニ
に
規
定
す
る
装
置


と
。
た
だ
し
、
感
知
器
等
規
格
省
令
第
八
条
第
十
六
号
ロ


に
規
定
す
る
装


(3)


か
ら
発
信
さ
れ
る
信
号
を
中
継
す
る
も
の
又
は
受
信
機
か
ら
当
該
確
認
が
で


置
か
ら
発
信
さ
れ
る
信
号
を
中
継
す
る
も
の
又
は
受
信
機
か
ら
当
該
確
認
が


き
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。


で
き
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。


無
線
設
備
の
発
信
状
態
を
伝
え
る
信
号
を
百
六
十
八
時
間
以
内
ご
と
に
自


無
線
設
備
の
発
信
状
態
を
伝
え
る
信
号
を
百
六
十
八
時
間
以
内
ご
と
に
自


(4)


(4)


動
的
に
他
の
中
継
器
又
は
受
信
機
に
発
信
で
き
る
装
置
を
設
け
る
こ
と
。
た


動
的
に


受
信
機
に
発
信
で
き
る
装
置
を
設
け
る
こ
と
。
た


だ
し
、
感
知
器
等
規
格
省
令
第
八
条
第
十
六
号
ホ
に
規
定
す
る
装
置
か
ら
発


だ
し
、
感
知
器
等
規
格
省
令
第
八
条
第
十
六
号
ロ


に
規
定
す
る
装
置
か
ら


(4)


信
さ
れ
る
信
号
を
中
継
す
る
も
の
又
は
受
信
機
か
ら
当
該
無
線
設
備
の
発
信


発
信
さ
れ
る
信
号
を
中
継
す
る
も
の
又
は
受
信
機
か
ら
当
該
無
線
設
備
の
発


状
態
を
確
認
で
き
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。


信
状
態
を
確
認
で
き
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。


他
の
機
器
と
識
別
で
き
る
信
号
を
発
信
す
る
こ
と
。


他
の
機
器
と
混
信
し
な
い
信
号
を
発
信
す
る
こ
と
。


(5)


(5)


ハ


電
波
を
受
信
す
る
機
能
を
有
す
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
次
に
よ
る
こ
と
。


ハ


電
波
を
受
信
す
る
機
能
を
有
す
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
次
に
よ
る
こ
と
。
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受
信
感
度
（
無
線
式
中
継
器
か
ら
三
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
位
置
か
ら
発
信
さ


受
信
感
度
（
無
線
式
中
継
器
か
ら
三
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
位
置
か
ら
発
信
さ


(1)


(1)


れ
る
信
号
を
受
信
で
き
る
最
低
の
電
界
強
度
の
値
を
い
う
。
以
下
同
じ


）


れ
る
信
号
を
受
信
で
き
る
最
低
の
電
界
強
度
の
値
を
い
う
。
以
下
同
じ


）


。


。


の
値
が
設
計
値
以
下
で
あ
る
こ
と
。


の
値
が
設
計
値
以
下
で
あ
る
こ
と
。


受
信
す
る
信
号
が
受
信
感
度
以
下
と
な
つ
た
と
き
、
そ
の
旨
を
受
信
機
に


受
信
す
る
信
号
が
受
信
感
度
以
下
と
な
つ
た
と
き
、
そ
の
旨
を
受
信
機
に


(2)


(2)


自
動
的
に
発
信
す
る
こ
と
。


自
動
的
に
発
信
す
る
こ
と
。


無
線
式
感
知
器
、
無
線
式
発
信
機
又
は
他
の
無
線
式
中
継
器
（


に
お
い


無
線
式
感
知
器


又
は
他
の
無
線
式
中
継
器


(3)


(4)


(3)


て
「
無
線
式
感
知
器
等
」
と
い
う


）
か
ら
発
信
さ
れ
た
信
号
を
受
信
し
、


か
ら
発
信
さ
れ
た
信
号
を
受
信
し
、


。


こ
れ
を
自
動
的
に
受
信
機
に
発
信
す
る
こ
と
。


こ
れ
を
自
動
的
に
受
信
機
に
発
信
す
る
こ
と
。


無
線
式
感
知
器
等
の
無
線
設
備
の
発
信
状
態
を
手
動
で
確
認
で
き
る
装
置


(4)
を
設
け
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
当
該
装
置
の
操
作
中
に
現
に
確
認
し
て
い
る


警
戒
区
域
以
外
の
警
戒
区
域
の
無
線
式
感
知
器
等
か
ら
火
災
信
号
、
火
災
表


示
信
号
又
は
火
災
情
報
信
号
を
受
信
し
た
と
き
、
次
条
に
定
め
る
と
こ
ろ
に


よ
り
信
号
を
発
信
す
る
こ
と
。


ニ


（
略
）


ニ


（
略
）


２
～
４


（
略
）


２
～
４


（
略
）
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○
総
務
省
令
第
十
八
号


消
防
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
八
十
六
号
）
第
二
十
一
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
受
信
機
に
係
る
技


術
上
の
規
格
を
定
め
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。


平
成
二
十
一
年
三
月
九
日


総
務
大
臣


鳩
山



夫


受
信
機
に
係
る
技
術
上
の
規
格
を
定
め
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令


受
信
機
に
係
る
技
術
上
の
規
格
を
定
め
る
省
令
（
昭
和
五
十
六
年
自
治
省
令
第
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改


正
す
る
。


第
二
条
第
四
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。


四
の
二


無
線
式
発
信
機


感
知
器
等
規
格
省
令
第
二
条
第
二
十
三
号
の
二
に
規
定
す
る
も
の
を
い
う
。


第
二
条
第
十
五
号
中
「
住
宅
用
防
災
報
知
設
備
（
住
宅
用
防
災
警
報
器
及
び
住
宅
用
防
災
報
知
設
備
に
係
る
技
術
上


の
規
格
を
定
め
る
省
令
（
平
成
十
七
年
総
務
省
令
第
十
一
号
）
第
二
条
第
二
号
に
規
定
す
る
も
の
を
い
う
。
）
に
用
い


る
Ｐ
型
受
信
機
又
は
Ｇ
Ｐ
型
受
信
機
で
あ
つ
て
、
」
を
削
り
、
「
火
災
信
号
」
の
下
に
「
、
火
災
表
示
信
号
、
火
災
情


報
信
号
又
は
設
備
作
動
信
号
」
を
加
え
る
。


第
十
三
条
の
二
中
「
第
八
条
第
三
項
の
規
定
を
」
を
「
第
八
条
の
規
定
を
、
Ｒ
型
受
信
機
で
あ
る
も
の
に
あ
つ
て
は


第
九
条
の
規
定
を
」
に
、
「
同
項
及
び
第
十
一
条
の
規
定
を
」
を
「
第
十
二
条
の
規
定
を
、
Ｇ
Ｒ
型
受
信
機
で
あ
る
も
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の
に
あ
つ
て
は
前
条
の
規
定
を
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
ロ
中
「
混
信
し
な
い
」
を
「
識
別
で
き
る
」
に
改
め
、
同
条


第
四
号
イ
中
「
又
は
無
線
式
中
継
器
」
を
「
、
無
線
式
中
継
器
、
無
線
式
発
信
機
又
は
受
信
機
と
の
間
の
信
号
を
無
線


に
よ
り
発
信
し
、
若
し
く
は
受
信
す
る
地
区
音
響
装
置
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。


五


無
線
式
感
知
器
等
の
無
線
設
備
の
発
信
状
態
を
手
動
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
装
置
を
設
け
る
も
の
に
あ
つ


て
は
、
当
該
装
置
の
操
作
中
に
現
に
確
認
し
て
い
る
警
戒
区
域
以
外
の
警
戒
区
域
か
ら
の
火
災
信
号
、
火
災
表
示


信
号
又
は
火
災
情
報
信
号
を
受
信
し
た
と
き
、
火
災
表
示
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。


第
二
十
一
条
第
一
項
第
十
五
号
ロ
中
「
無
線
式
感
知
器
等
」
を
「
無
線
式
感
知
器
、
無
線
式
中
継
器
又
は
無
線
式
発


信
機
」
に
改
め
る
。


附


則


（
施
行
期
日
）


１


こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。


（
経
過
措
置
）


２


こ
の
省
令
の
施
行
の
際
、
現
に
型
式
承
認
を
受
け
て
い
る
受
信
機
に
係
る
型
式
承
認
は
、
改
正
後
の
受
信
機
に
係


る
技
術
上
の
規
格
を
定
め
る
省
令
の
規
格
に
よ
る
型
式
承
認
と
み
な
す
。
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に
係
る
技
術
上
の
規
格
を
定
め
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
二
十
一
年
総
務
省
令
第
十
八
号
）
新
旧
対
照
表


受
信
機


に
係
る
技
術
上
の
規
格
を
定
め
る
省
令
（
昭
和
五
十
六
年
自
治
省
令
第
十
九
号
）


（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）


○


受
信
機


改


正


後


現


行


（
用
語
の
意
義
）


（
用
語
の
意
義
）


第
二
条


（
略
）


第
二
条


（
略
）


一
～
四


（
略
）


一
～
四


（
略
）


四
の
二


無
線
式
発
信
機


感
知
器
等
規
格
省
令
第
二
条
第
二
十
三
号
の
二
に
規
定


す
る
も
の
を
い
う
。


五
～
十
四


（
略
）


五
～
十
四


（
略
）


十
五


無
線
式
受
信
機


十
五


無
線
式
受
信
機


住
宅
用
防
災
報
知
設
備
（
住
宅
用
防
災
警
報
器
及
び
住
宅


用
防
災
報
知
設
備
に
係
る
技
術
上
の
規
格
を
定
め
る
省
令
（
平
成
十
七
年
総
務
省


令
第
十
一
号
）
第
二
条
第
二
号
に
規
定
す
る
も
の
を
い
う


）
に
用
い
る
Ｐ
型
受


。


無
線
に
よ
つ
て
火
災
信
号
、
火
災
表
示


信
機
又
は
Ｇ
Ｐ
型
受
信
機
で
あ
つ
て
、
無
線
に
よ
つ
て
火
災
信
号


信
号
、
火
災
情
報
信
号
又
は
設
備
作
動
信
号
を
受
信
し
た
場
合
に
火
災
の
発
生
を


を
受
信
し
た
場
合
に
火
災
の
発
生
を
報


報
知
す
る
も
の
を
い
う
。


知
す
る
も
の
を
い
う
。


（
無
線
式
受
信
機
の
機
能
）


（
無
線
式
受
信
機
の
機
能
）


第
十
三
条
の
二


無
線
式
受
信
機
の
機
能
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
ほ
か
、
Ｐ


第
十
三
条
の
二


無
線
式
受
信
機
の
機
能
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
ほ
か
、
Ｐ


型
受
信
機
で
あ
る
も
の
に
あ
つ
て
は
第
八
条
の
規
定
を
、
Ｒ
型
受
信
機
で
あ
る
も
の


型
受
信
機
で
あ
る
も
の
に
あ
つ
て
は
第
八
条
第
三
項
の
規
定
を


に
あ
つ
て
は
第
九
条
の
規
定
を
、
Ｇ
Ｐ
型
受
信
機
で
あ
る
も
の
に
あ
つ
て
は
第
十
二


、
Ｇ
Ｐ
型
受
信
機
で
あ
る
も
の
に
あ
つ
て
は
同
項
及
び
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条
の
規
定
を
、
Ｇ
Ｒ
型
受
信
機
で
あ
る
も
の
に
あ
つ
て
は
前
条
の
規
定
を
、
そ
れ
ぞ


第
十
一
条
の
規
定
を


、
そ


れ
準
用
す
る
。


れ
ぞ
れ
準
用
す
る
。


一


無
線
設
備
は
、
無
線
設
備
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
電
波
監
理
委
員
会
規
則
第
十


一


無
線
設
備
は
、
無
線
設
備
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
電
波
監
理
委
員
会
規
則
第
十


八
号
）
の
第
四
十
九
条
の
十
七
に
規
定
す
る
小
電
力
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム
の


八
号
）
の
第
四
十
九
条
の
十
七
に
規
定
す
る
小
電
力
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム
の


無
線
局
の
無
線
設
備
で
あ
る
こ
と
。


無
線
局
の
無
線
設
備
で
あ
る
こ
と
。


二


電
波
を
発
信
す
る
機
能
を
有
す
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
次
に
よ
る
こ
と
。


二


電
波
を
発
信
す
る
機
能
を
有
す
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
次
に
よ
る
こ
と
。


イ


発
信
さ
れ
る
信
号
の
電
界
強
度
の
値
は
、
当
該
受
信
機
か
ら
三
メ
ー
ト
ル
離


イ


発
信
さ
れ
る
信
号
の
電
界
強
度
の
値
は
、
当
該
受
信
機
か
ら
三
メ
ー
ト
ル
離


れ
た
位
置
に
お
い
て
設
計
値
以
上
で
あ
る
こ
と
。


れ
た
位
置
に
お
い
て
設
計
値
以
上
で
あ
る
こ
と
。


ロ


他
の
機
器
と
識
別
で
き
る
信
号
を
発
信
す
る
こ
と
。


ロ


他
の
機
器
と
混
信
し
な
い
信
号
を
発
信
す
る
こ
と
。


三


電
波
を
受
信
す
る
機
能
を
有
す
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
受
信
感
度
（
無
線
式
受


三


電
波
を
受
信
す
る
機
能
を
有
す
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
受
信
感
度
（
無
線
式
受


信
機
か
ら
三
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
位
置
か
ら
発
信
さ
れ
る
信
号
を
受
信
で
き
る
最
低


信
機
か
ら
三
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
位
置
か
ら
発
信
さ
れ
る
信
号
を
受
信
で
き
る
最
低


の
電
界
強
度
の
値
を
い
う
。
以
下
同
じ


）
の
値
が
設
計
値
以
下
で
あ
る
こ
と
。


の
電
界
強
度
の
値
を
い
う
。
以
下
同
じ


）
の
値
が
設
計
値
以
下
で
あ
る
こ
と
。


。


。


四


次
に
掲
げ
る
場
合
に
、
音
響
装
置
及
び
そ
の
旨
の
表
示
灯
が
自
動
的
に
作
動
す


四


次
に
掲
げ
る
場
合
に
、
音
響
装
置
及
び
そ
の
旨
の
表
示
灯
が
自
動
的
に
作
動
す


る
こ
と
。


る
こ
と
。


イ


無
線
式
感
知
器
、
無
線
式
中
継
器
、
無
線
式
発
信
機
又
は
受
信
機
と
の
間
の


イ


無
線
式
感
知
器
又
は
無
線
式
中
継
器


信
号
を
無
線
に
よ
り
発
信
し
、
若
し
く
は
受
信
す
る
地
区
音
響
装
置
（
以
下
「


（
以
下
「


無
線
式
感
知
器
等
」
と
い
う


）
が
発
す
る
異
常
で
あ
る
旨
の
信
号
を
受
信
し


無
線
式
感
知
器
等
」
と
い
う


）
が
発
す
る
異
常
で
あ
る
旨
の
信
号
を
受
信
し


。


。


た
場
合
又
は
無
線
式
感
知
器
等
が
発
信
す
る
信
号
が
受
信
感
度
以
下
と
な
つ
た


た
場
合
又
は
無
線
式
感
知
器
等
が
発
信
す
る
信
号
が
受
信
感
度
以
下
と
な
つ
た


場
合


場
合


ロ


（
略
）


ロ


（
略
）


五


無
線
式
感
知
器
等
の
無
線
設
備
の
発
信
状
態
を
手
動
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き


る
装
置
を
設
け
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
当
該
装
置
の
操
作
中
に
現
に
確
認
し
て
い
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る
警
戒
区
域
以
外
の
警
戒
区
域
か
ら
の
火
災
信
号
、
火
災
表
示
信
号
又
は
火
災
情


、


。


報
信
号
を
受
信
し
た
と
き


火
災
表
示
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と


（
表
示
）


（
表
示
）


第
二
十
一
条


受
信
機
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
見
や
す
い
箇
所
に
容
易
に


第
二
十
一
条


受
信
機
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
見
や
す
い
箇
所
に
容
易
に


消
え
な
い
よ
う
に
表
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
六
号
、


消
え
な
い
よ
う
に
表
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
六
号
、


第
十
三
号
及
び
第
十
四
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
ケ
ー
ス
に
入
れ
た
下
げ
札


第
十
三
号
及
び
第
十
四
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
ケ
ー
ス
に
入
れ
た
下
げ
札


に
表
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
。


に
表
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
。


一
～
十
四


（
略
）


一
～
十
四


（
略
）


十
五


無
線
式
受
信
機
に
あ
つ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項


十
五


無
線
式
受
信
機
に
あ
つ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項


イ


（
略
）


イ


（
略
）


ロ


発
信
又
は
受
信
可
能
な
無
線
式
感
知
器
、
無
線
式
中
継
器
又
は
無
線
式
発
信


ロ


発
信
又
は
受
信
可
能
な
無
線
式
感
知
器
等


機
の
型
式
番
号


の
型
式
番
号


２
・
３


（
略
）


２
・
３


（
略
）





		Taro-03 受信機規格省令　改め文

		Taro-05 受信機規格省令新旧
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○
総
務
省
令
第
十
六
号


消
防
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
八
十
六
号
）
第
二
十
一
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
火
災
報
知
設
備
の


感
知
器
及
び
発
信
機
に
係
る
技
術
上
の
規
格
を
定
め
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。


平
成
二
十
一
年
三
月
九
日


総
務
大
臣


鳩
山



夫


火
災
報
知
設
備
の
感
知
器
及
び
発
信
機
に
係
る
技
術
上
の
規
格
を
定
め
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令


火
災
報
知
設
備
の
感
知
器
及
び
発
信
機
に
係
る
技
術
上
の
規
格
を
定
め
る
省
令
（
昭
和
五
十
六
年
自
治
省
令
第
十
七


号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。


第
二
条
第
十
九
号
の
四
中
「
住
宅
用
防
災
報
知
設
備
（
住
宅
用
防
災
警
報
器
及
び
住
宅
用
防
災
報
知
設
備
に
係
る
技


術
上
の
規
格
を
定
め
る
省
令
（
平
成
十
七
年
総
務
省
令
第
十
一
号
）
第
二
条
第
二
号
に
規
定
す
る
も
の
を
い
う
。
）
に


用
い
る
感
知
器
で
あ
つ
て
、
」
を
削
り
、
「
火
災
信
号
」
の
下
に
「
又
は
火
災
情
報
信
号
」
を
加
え
、
同
条
第
二
十
三


号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。


二
十
三
の
二


無
線
式
発
信
機


発
信
機
で
あ
つ
て
、
火
災
信
号
を
無
線
に
よ
つ
て
発
信
す
る
も
の
を
い
う
。


第
八
条
第
十
六
号
ハ
中
「
受
信
機
」
の
下
に
「
又
は
他
の
連
動
型
警
報
機
能
付
感
知
器
」
を
加
え
、
同
号
ホ
中
「
確


認
で
き
る
も
の
」
の
下
に
「
又
は
連
動
型
警
報
機
能
付
感
知
器
」
を
加
え
、
同
号
ヘ
中
「
混
信
し
な
い
」
を
「
識
別
で


き
る
」
に
改
め
、
同
号
チ
中
「
用
い
る
も
の
」
の
下
に
「
（
連
動
型
警
報
機
能
付
感
知
器
を
除
く
。
）
」
を
加
え
る
。
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第
二
十
一
条
の
二
中
「
無
線
式
感
知
器
」
の
下
に
「
の
う
ち
端
子
又
は
電
線
（
端
子
に
代
え
て
用
い
る
も
の
に
限
る


。
）
を
用
い
な
い
も
の
」
を
加
え
る
。


第
三
十
四
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。


（
無
線
式
発
信
機
の
構
造
及
び
機
能
）


第
三
十
四
条
の
二


無
線
式
発
信
機
の
空
中
線
は
、
外
部
に
露
出
し
な
い
構
造
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。


２


第
八
条
第
十
六
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
及
び
ホ
か
ら
チ
ま
で
並
び
に
第
十
条
第
六
項
の
規
定
は
、
無
線
式
発
信
機
の
構


造
及
び
機
能
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
八
条
第
十
六
号
ロ
中
「
感
知
器
」
と
あ
る
の
は
「
発


信
機
」
と
、
同
号
ハ
中
「
受
信
機
又
は
他
の
連
動
型
警
報
機
能
付
感
知
器
」
と
あ
る
の
は
「
受
信
機
」
と
、
同
号
ホ


中
「
確
認
で
き
る
も
の
又
は
連
動
型
警
報
機
能
付
感
知
器
」
と
あ
る
の
は
「
確
認
で
き
る
も
の
」
と
、
同
号
ト
中
「


無
線
式
感
知
器
」
と
あ
る
の
は
「
無
線
式
発
信
機
」
と
、
同
号
チ
中
「
用
い
る
も
の
（
連
動
型
警
報
機
能
付
感
知
器


を
除
く
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
用
い
る
も
の
」
と
、
同
チ

中
「
感
知
器
」
と
あ
る
の
は
「
発
信
機
」
と
、
第
十
条


第
六
項
中
「
無
線
式
感
知
器
」
と
あ
る
の
は
「
無
線
式
発
信
機
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。


第
四
十
三
条
第
一
項
第
二
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。


ハ


無
線
式
発
信
機
に
あ
つ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項





「
無
線
式
」
と
い
う
文
字





受
信
可
能
な
中
継
器
又
は
受
信
機
の
型
式
番
号
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電
源
に
電
池
を
用
い
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
電
池
の
種
類
及
び
電
圧


附


則


（
施
行
期
日
）


１


こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。


（
経
過
措
置
）


２


こ
の
省
令
の
施
行
の
際
、
現
に
型
式
承
認
を
受
け
て
い
る
感
知
器
及
び
発
信
機
に
係
る
型
式
承
認
は
、
改
正
後
の


火
災
報
知
設
備
の
感
知
器
及
び
発
信
機
に
係
る
技
術
上
の
規
格
を
定
め
る
省
令
の
規
格
に
よ
る
型
式
承
認
と
み
な
す


。（
消
防
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）


３


消
防
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
二
十
年
総
務
省
令
第
百
五
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に


改
正
す
る
。


第
二
条
の
う
ち
、
消
防
法
施
行
規
則
第
十
四
条
第
一
項
第
八
号
イ

の
改
正
規
定
中
「
開
放
弁
」
を
「
開
閉
弁
」


に
改
め
る
。
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火
災
報
知
設
備
の
感
知
器
及
び
発
信
機
に
係
る
技
術
上
の
規
格
を
定
め
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令


（
平
成
二
十
一
年
総
務
省
令
第
十
六
号
）
新
旧
対
照
表


○


火
災
報
知
設
備
の
感
知
器
及
び
発
信
機
に
係
る
技
術
上
の
規
格
を
定
め
る
省
令
（
昭
和
五
十
六
年
自
治
省
令
第
十
七
号
）


（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）


改


正


後


現


行


（
用
語
の
意
義
）


（
用
語
の
意
義
）


第
二
条


こ
の
省
令
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
当
該
各
号
に


第
二
条


こ
の
省
令
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
当
該
各
号
に


定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。


定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。


一
～
十
九
の
三


（
略
）


一
～
十
九
の
三


（
略
）


十
九
の
四


無
線
式
感
知
器


十
九
の
四


無
線
式
感
知
器


住
宅
用
防
災
報
知
設
備
（
住
宅
用
防
災
警
報
器
及
び


住
宅
用
防
災
報
知
設
備
に
係
る
技
術
上
の
規
格
を
定
め
る
省
令
（
平
成
十
七
年
総


務
省
令
第
十
一
号
）
第
二
条
第
二
号
に
規
定
す
る
も
の
を
い
う


）
に
用
い
る
感


。


無
線
に
よ
つ
て
火
災
信
号
又
は
火
災
情
報
信
号
を
発
信
す
る
も


知
器
で
あ
つ
て
、
無
線
に
よ
つ
て
火
災
信
号


を
発
信
す
る
も


の
を
い
う
。


の
を
い
う
。


十
九
の
五
～
二
十
三


（
略
）


十
九
の
五
～
二
十
三


（
略
）


二
十
三
の
二


無
線
式
発
信
機


発
信
機
で
あ
つ
て
、
火
災
信
号
を
無
線
に
よ
つ
て


発
信
す
る
も
の
を
い
う
。


二
十
四
～
二
十
八


（
略
）


二
十
四
～
二
十
八


（
略
）


第
二
章


感
知
器


第
二
章


感
知
器


（
感
知
器
の
構
造
及
び
機
能
）


（
感
知
器
の
構
造
及
び
機
能
）


第
八
条


感
知
器
の
構
造
及
び
機
能
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら


第
八
条


感
知
器
の
構
造
及
び
機
能
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
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な
い
。


な
い
。


一
～
十
五


（
略
）


一
～
十
五


（
略
）


十
六


無
線
式
感
知
器
に
あ
つ
て
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
こ
と
。


十
六


無
線
式
感
知
器
に
あ
つ
て
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
こ
と
。


イ


無
線
設
備
は
、
無
線
設
備
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
電
波
監
理
委
員
会
規
則
第


イ


無
線
設
備
は
、
無
線
設
備
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
電
波
監
理
委
員
会
規
則
第


十
八
号
）
第
四
十
九
条
の
十
七
に
規
定
す
る
小
電
力
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム


十
八
号
）
第
四
十
九
条
の
十
七
に
規
定
す
る
小
電
力
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム


の
無
線
局
の
無
線
設
備
で
あ
る
こ
と
。


の
無
線
局
の
無
線
設
備
で
あ
る
こ
と
。


ロ


発
信
さ
れ
る
信
号
の
電
界
強
度
の
値
は
、
当
該
感
知
器
か
ら
三
メ
ー
ト
ル
離


ロ


発
信
さ
れ
る
信
号
の
電
界
強
度
の
値
は
、
当
該
感
知
器
か
ら
三
メ
ー
ト
ル
離


れ
た
位
置
に
お
い
て
設
計
値
以
上
で
あ
る
こ
と
。


れ
た
位
置
に
お
い
て
設
計
値
以
上
で
あ
る
こ
と
。


ハ


無
線
設
備
が
火
災
信
号
を
受
信
し
て
か
ら
発
信
す
る
ま
で
の
所
要
時
間
が
五


ハ


無
線
設
備
が
火
災
信
号
を
受
信
し
て
か
ら
発
信
す
る
ま
で
の
所
要
時
間
が
五


秒
以
内
で
あ
り
、
無
線
設
備
が
火
災
信
号
の
受
信
を
継
続
し
て
い
る
間
（
受
信


秒
以
内
で
あ
り
、
無
線
設
備
が
火
災
信
号
の
受
信
を
継
続
し
て
い
る
間
（
受
信


機
又
は
他
の
連
動
型
警
報
機
能
付
感
知
器
か
ら
火
災
信
号
を
受
信
し
た
旨
を
確


機


か
ら
火
災
信
号
を
受
信
し
た
旨
を
確


認
で
き
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
受
信
機
又
は
他
の
連
動
型
警
報
機
能
付
感
知
器


認
で
き
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
受
信
機


か
ら
当
該
確
認
を
で
き
る
ま
で
の
間
に
限
る


）
は
、
断
続
的
に
当
該
信
号
を


か
ら
当
該
確
認
を
で
き
る
ま
で
の
間
に
限
る


）
は
、
断
続
的
に
当
該
信
号
を


。


。


発
信
す
る
こ
と
。


発
信
す
る
こ
と
。


ニ


火
災
信
号
の
発
信
を
容
易
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
装
置
を
設
け
る
こ


ニ


火
災
信
号
の
発
信
を
容
易
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
装
置
を
設
け
る
こ


と
。
た
だ
し
、
受
信
機
か
ら
当
該
確
認
を
で
き
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
こ
の
限


と
。
た
だ
し
、
受
信
機
か
ら
当
該
確
認
を
で
き
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
こ
の
限


り
で
な
い
。


り
で
な
い
。


ホ


無
線
設
備
の
発
信
状
態
を
伝
え
る
信
号
を
百
六
十
八
時
間
以
内
ご
と
に
自
動


ホ


無
線
設
備
の
発
信
状
態
を
伝
え
る
信
号
を
百
六
十
八
時
間
以
内
ご
と
に
自
動


的
に
中
継
器
又
は
受
信
機
に
発
信
で
き
る
装
置
を
設
け
る
こ
と
。
た
だ
し
、
受


的
に
中
継
器
又
は
受
信
機
に
発
信
で
き
る
装
置
を
設
け
る
こ
と
。
た
だ
し
、
受


信
機
か
ら
当
該
無
線
設
備
の
発
信
状
態
を
確
認
で
き
る
も
の
又
は
連
動
型
警
報


信
機
か
ら
当
該
無
線
設
備
の
発
信
状
態
を
確
認
で
き
る
も
の


機
能
付
感
知
器
に
あ
つ
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。


に
あ
つ
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。


ヘ


他
の
機
器
と
識
別
で
き
る
信
号
を
発
信
す
る
こ
と
。


ヘ


他
の
機
器
と
混
信
し
な
い
信
号
を
発
信
す
る
こ
と
。
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ト


電
波
を
受
信
す
る
機
能
を
有
す
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
受
信
感
度
（
無
線
式


ト


電
波
を
受
信
す
る
機
能
を
有
す
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
受
信
感
度
（
無
線
式


感
知
器
か
ら
三
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
位
置
か
ら
発
信
さ
れ
る
信
号
を
受
信
で
き
る


感
知
器
か
ら
三
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
位
置
か
ら
発
信
さ
れ
る
信
号
を
受
信
で
き
る


低
の
電
界
強
度
を
い
う


）
の
値
が
設
計
値
以
下
で
あ
る
こ
と
。


低
の
電
界
強
度
を
い
う


）
の
値
が
設
計
値
以
下
で
あ
る
こ
と
。


。


。


チ


電
源
に
電
池
を
用
い
る
も
の
（
連
動
型
警
報
機
能
付
感
知
器
を
除
く


）
に


チ


電
源
に
電
池
を
用
い
る
も
の


に


。


あ
つ
て
は
、
次
に
よ
る
こ
と
。


あ
つ
て
は
、
次
に
よ
る
こ
と
。


電
池
の
交
換
が
容
易
に
で
き
る
こ
と
。


電
池
の
交
換
が
容
易
に
で
き
る
こ
と
。


(1)


(1)


電
池
の
電
圧
が
感
知
器
を
有
効
に
作
動
で
き
る
電
圧
の
下
限
値
と
な
つ
た


電
池
の
電
圧
が
感
知
器
を
有
効
に
作
動
で
き
る
電
圧
の
下
限
値
と
な
つ
た


(2)


(2)


と
き
、
そ
の
旨
を
受
信
機
に
自
動
的
に
発
信
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。


と
き
、
そ
の
旨
を
受
信
機
に
自
動
的
に
発
信
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。


十
七
・
十
八


（
略
）


十
七
・
十
八


（
略
）


（
滴
下
試
験
）


（
滴
下
試
験
）


第
二
十
一
条
の
二


感
知
器
（
防
水
型
の
も
の
、
電
池
を
用
い
る
無
線
式
感
知
器
の
う


第
二
十
一
条
の
二


感
知
器
（
防
水
型
の
も
の
、
電
池
を
用
い
る
無
線
式
感
知
器


ち
端
子
又
は
電
線
（
端
子
に
代
え
て
用
い
る
も
の
に
限
る


）
を
用
い
な
い
も
の
及


及


。


び
特
定
小
規
模
施
設
用
自
動
火
災
報
知
設
備
に
用
い
る
連
動
型
警
報
機
能
付
感
知
器


び
特
定
小
規
模
施
設
用
自
動
火
災
報
知
設
備
に
用
い
る
連
動
型
警
報
機
能
付
感
知
器


で
自
動
試
験
機
能
等
対
応
型
感
知
器
で
あ
る
も
の
を
除
く


）
は
、
通
電
状
態
に
お


で
自
動
試
験
機
能
等
対
応
型
感
知
器
で
あ
る
も
の
を
除
く


）
は
、
通
電
状
態
に
お


。


。


い
て
、
当
該
感
知
器
の
基
板
面
に
清
水
を
五
立
方
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
毎
分
の
割
合
で


い
て
、
当
該
感
知
器
の
基
板
面
に
清
水
を
五
立
方
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
毎
分
の
割
合
で


滴
下
す
る
試
験
を
行
つ
た
場
合
、
機
能
に
異
常
を
生
じ
な
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら


滴
下
す
る
試
験
を
行
つ
た
場
合
、
機
能
に
異
常
を
生
じ
な
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら


な
い
。


な
い
。


（
Ｔ
型
受
信
機
の
構
造
及
び
機
能
）


（
Ｔ
型
受
信
機
の
構
造
及
び
機
能
）


第
三
十
四
条


（
略
）


第
三
十
四
条


（
略
）







- 4 -


（
無
線
式
発
信
機
の
構
造
及
び
機
能
）


第
三
十
四
条
の
二


無
線
式
発
信
機
の
空
中
線
は
、
外
部
に
露
出
し
な
い
構
造
の
も
の


で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。


２


第
八
条
第
十
六
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
及
び
ホ
か
ら
チ
ま
で
並
び
に
第
十
条
第
六
項
の


規
定
は
、
無
線
式
発
信
機
の
構
造
及
び
機
能
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お


い
て
、
第
八
条
第
十
六
号
ロ
中
「
感
知
器
」
と
あ
る
の
は
「
発
信
機
」
と
、
同
号
ハ


「


」


「


」


、


中


受
信
機
又
は
他
の
連
動
型
警
報
機
能
付
感
知
器


と
あ
る
の
は


受
信
機


と


同
号
ホ
中
「
確
認
で
き
る
も
の
又
は
連
動
型
警
報
機
能
付
感
知
器
」
と
あ
る
の
は
「


確
認
で
き
る
も
の
」
と
、
同
号
ト
中
「
無
線
式
感
知
器
」
と
あ
る
の
は
「
無
線
式
発


信
機
」
と
、
同
号
チ
中
「
用
い
る
も
の
（
連
動
型
警
報
機
能
付
感
知
器
を
除
く


」
。
）


「


」


、


「


」


「


」


と
あ
る
の
は


用
い
る
も
の


と


同
チ


中


感
知
器


と
あ
る
の
は


発
信
機


(2)


と
、
第
十
条
第
六
項
中
「
無
線
式
感
知
器
」
と
あ
る
の
は
「
無
線
式
発
信
機
」
と
読


み
替
え
る
も
の
と
す
る
。


第
四
章


雑
則


第
四
章


雑
則


（
表
示
）


（
表
示
）


第
四
十
三
条


感
知
器
及
び
発
信
機
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該


第
四
十
三
条


感
知
器
及
び
発
信
機
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該


各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
見
や
す
い
箇
所
に
容
易
に
消
え
な
い
よ
う
に
表
示
し
な
け
れ


各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
見
や
す
い
箇
所
に
容
易
に
消
え
な
い
よ
う
に
表
示
し
な
け
れ


ば
な
ら
な
い
。


ば
な
ら
な
い
。


一


（
略
）


一


（
略
）


二


発
信
機


前
号
ヘ
か
ら
リ
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
事
項


二


発
信
機


前
号
ヘ
か
ら
リ
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
事
項


イ
・
ロ


（
略
）


イ
・
ロ


（
略
）
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ハ


無
線
式
発
信
機
に
あ
つ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項


「
無
線
式
」
と
い
う
文
字


(1)


受
信
可
能
な
中
継
器
又
は
受
信
機
の
型
式
番
号


(2)


電
源
に
電
池
を
用
い
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
電
池
の
種
類
及
び
電
圧


(3)


２


（
略
）


２


（
略
）
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